
予算要求資料
平成29年度9月補正予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費
	事業名 新　映像作品制作支援・活用体制強化事業費


  （この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　                            　清流の国推進部清流の国づくり政策課移住定住係　
電話番号：058-272-1111（内2064）

　　　　　　　                          E-mail：c11122@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　補正要求額　30,600千円（現計予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産　収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	30,600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	30,600

	決定額
	30,600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	30,600


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
      昨今のアニメ、ドラマ等の作品活用にあたっては、版権処理の問題などの
共通解題も多く、適切にその作品を活用できないなど円滑な業務遂行が困難
な面がある。また、これらコンテンツを活用した施策も一過性の観光ＰＲに
終わるなど、十分に県の魅力を発信できている現状にない。
（２）事業内容

　　　県内を舞台・ロケ地としたドラマ・アニメの活用に全県的に取り組むにあたり、これらの諸課題に対する知識を高めるとともに、舞台・ロケ地マップを作成することにより、ロケ等の受入体制の向上図る。
また、来春放送開始予定のＮＨＫ連続テレビ小説「半分、青い。」など全国に対して大きな発信効果がある作品を活用・ＰＲすることにより、作品舞台となる県及び各地域への観光誘客及び地域活性化などを図る。
【委託事業】
　　①担当者育成講習会の開催
・ドラマ、アニメ等に共通となる版権の基礎知識やその交渉手順、作品の活用策について学ぶための担当者育成講習会を開催する。
　　②舞台・ロケ地マップの作成
　　　・県内が舞台・ロケ地となったドラマ、アニメ及び映画のマップを作成し、主要映画館や各種イベント等において配布する。
　　③連続テレビ小説「半分、青い。」などの活用・ＰＲによる地域活性化
　　　・本作などの活用により、舞台となる県及び東濃地方の地域活性化につながるＰＲ事業を行う。
【補助事業】

・ドラマ、アニメ等を活用して、市町村等が地域活性化を図る事業に対し補助を行う。
　［補助率］２／３以内
（３）県負担・補助率の考え方
・県内の舞台・ロケ地を活用して「清流の国ぎふ」の魅力を発信することから、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　・「世界に誇る遺産」保全・活用促進補助金
　　　　［補助率］１／２以内（知事が特に必要と認めるときは２／３以内）

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	24,600
	育成講習会の開催、ロケ地マップ作成、「半分、青い。」関連ＰＲ

	補助金
	   6,000
	映像作品支援・活用体制強化事業費補助金

	合計
	  30,600
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）後年度の財政負担
　　　地方創生推進交付金の活用を図る。

（２）事業主体及びその妥当性
　　　全県的な取組みを県が行い、作品ごとに舞台となる関係市町村と連携して
事業を行う。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	ドラマ、アニメ等の作品活用にあたり、版権問題等の共通課題に対する知識を高めるとともに、ロケ地マップの作成等により受入体制の向上を図る。
　また、「半分、青い。」を活用した地域活性化を図る。
　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	舞台・ロケ地となった作品数
	4
（H28）
	（H  ）
	（H  ）
	4
（H28）
	34
（H33）
	11.8％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	



（前年度の取組）

	



（前年度の成果）

	
　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　○

	　県が舞台・ロケ地となるドラマ・アニメ等が近年急速に増えつつあることから、作品を活用した地域振興など十分な効果を得られる体制等を強化する必要がある。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・　版権問題などの共通課題への意識を高め、その問題をクリアすることにより、より速やかにブームを逃すことなく作品の活用を図る必要がある。
また、作品の活用により、一過性の観光ＰＲに留まることなく、継続的に県の魅力を発信していくことが必要となる。



（次年度の方向性）
	・　引き続き、全県的に作品の制作を支援し、その作品を活用することで、地域活性化を図っていく。また、作品ごとに、舞台となる市町村等と連携して、より効果的な作品の活用やＰＲを図っていく。



県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	映像作品制作支援・活用体制強化事業費補助金

	補助事業者（団体）
	市町村、広域連合、協議会等任意団体　等

	補助事業の概要
	（目的）映像作品の活用による地域活性化を支援
（内容）映像作品の活用に係る事業への補助

	補助率等
	定率　
（複数の市町村が連携して事業を実施する場合　2/3）
（単独で市町村が実施する場合　1/2）

	補助効果
	ロケ地等を中心とした地域活性化

	終期の設定
	終期　平成３１年度


（事業目標）
	・　県内が舞台・ロケ地となるドラマ、アニメ等の活用を一過性の観光ＰＲにとどめることなく、関係市町村や関係地域を中心とした地域活性化を図るととも、さらなる県内への作品誘致の増加を目指す。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H28年度末)
	目標
(H29年度末)
	目標

(終期)

	①舞台・ロケ地となった作品数
【清流の国づくり政策課調べ】　　
	4
	10
	34


	
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度
	H29年度

（要求）

	補助金交付実績
	千円
	千円
	千円
	(予算額)

千円
	(要求額)

6,000千円

	指標①目標
	
	
	
	
	10

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)

0

	指標①達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
0％

	指標②目標
	
	
	
	
	

	指標②実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)



	指標②達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	・作品の活用により、継続的な地域の活性化や魅力発信を行い、次の作品の誘致につなげる必要がある。



（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○
	　県が舞台・ロケ地となるドラマ・アニメ等が近年急速に増えつつあること、作品を活用した地域振興など十分に図る必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

	


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	


